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研究紹介 

条件 

やる気のある方、エピジェネティクス、エピゲノムにちょっ
とでも興味のある方は大歓迎です！基本から懇切丁寧
に指導します。 

 私たちの研究室では“エピジェネティクス”という現象の研究をおこなっております。エピジェネティクスとは遺伝情報が
同じでも生物の表現型が同じにならない原因です。例えば一卵性双生児やクローン動物がかならずしも同じではなかっ
たり、我々の体が若いときと年をとったときで異なるのもエピジェネティクスが原因だといわれています。エピジェネティク
スの実体はDNAのメチル化などのゲノムの印付けであり“エピゲノム”といいますが、これが遺伝子のスイッチとなってオ
ン、オフすることにより同じ遺伝子でも異なる結果をもたらしています（図１）。 エピゲノム研究はポストゲノム研究の最
重要課題といわれているテーマです。 

 エピゲノムのスイッチが環境により影響され変化すると癌や生活習慣病をはじめ様々な疾患を引き起こすといわれて
います。私たちは環境がどのような遺伝子に影響して疾患を引き起こすかを研究しています。（図２）。 

 また幹細胞と分化した細胞が同じ遺伝子でも表現型が違うのもエピゲノムが違うからです。私たちはエピゲノムの視点
で再生医療の研究にとりくみ、ES細胞やiPS細胞よりも優れた“PgES細胞”という“新たな万能幹細胞”を開発し研究をお
こなっています。 
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研究分野も出身地も様々なところから集まった教官、研
究員をはじめ総勢８名。 
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